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研究成果概要 
XMASS 実験は、有効質量１００kg の低バックグラウンド液体キセノン検出器を用

いた、WIMPs ダークマターの直接検出を目指している。６４２本の低バックラウ

ンド光電子増倍管が、ダークマターがキセノンと衝突したときに発生する、微弱

な光をとらえる。平成２２年１０月に検出器本体が完成した。その後、分溜装置

によりクリプトンを除去した、低バックグラウンドの液体キセノンを、検出器本

体に満たした。現在、測定器の較正作業、エネルギー応答の理解、事象再構成プ

ログラムの開発、バックグラウンドの理解など、測定器の調整作業中である。下

の写真左は、真空外容器が取り付けられたところで、横に伸びている配管は、キ

セノンを液体状態のまま循環するためのものである。右の写真は、測定器本体が

おさめられた直径１０メートル、高さ１０メートルの外部バックグラウンド低減

用の水槽に、水をいれているところである。	 

	 平成２３年度中には、本格観測を目指す予定である。	 
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